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In junior high school curriculum， the region of “Family Life" was newly established in the 

technique and home-making course. 

In this paper， self -estimation of the students who studied “Family Life and Its Human 

Relationship" in home -making course， are analysed on how the lifestyles and the views on 

family have been changed. 

Before they studied the above-mentioned， students' interests and expectations on their 

family lives and human relationships were little， and they， especially boys， were not in-

dependent from their family. 

Therefore， at every opportunity in teaching “Family Life" the themes， that would interest 

students， were selected， so that they could study about their family lives with interest. 

The results are that both boy and girl students tend to be independent in their lifestyles， 

and that girl students are trying to perform roles of a family member. Students' views of 

their family is also changing for the better. 

緒面

中学時代は自立と依存に悩む時期であり，自分自身の生き方，家族のあり方を求めて揺れ動いている.このよ

うな時期に自己を見つめ，家族の生活や家族関係について考えさせることは，将来自らの家庭生活を営む時の家

庭の教育力の基礎となるであろう.そこで， I家庭生活」領域を自分の生活と家族の生活との関連をはかる立場か

ら学習させることにより，家族内での自分の立場を理解し，自分の役割を果たすことができるようにしたい.

また，家庭科教育では「実践的態度を育てる」ことを目標にしており，授業で学習したことが家庭生活に生かさ

れてこそ，指導の効果が上がったといえる.今回は， I家庭生活」領域の「家族の生活と家族関係」の指導を通し

て，生徒の家庭における生活態度並びに家族観がどのように変容したかを探り，家族に関する指導のあり方を検

討することとした.
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方 法

l 競査対象生徒

兵雄教育大学学校教育学部附属中学技第 I 32名，女子27名，計59名)

生徒の家族状況は家族数平均 5.14人，祖父母との同居率は 55.80/0と逼半数の家庭が拡大家族である.

2 謂査期間

(1) 事前翼査

平成3年 7月

(2) 事後調査

王子成4年 3月

3 謁査方法

賀聞紙法による 4段諾評定尺度法及び自由記述法

4 調査内容

(1) 事前調変

① 「家族の生活と家族関誌Jに関する学習調査表

どに関して小学校の教育や家庭生活のなかでどのようなことを学

習してきたか(学習状況入これからどのようなことを学欝したいと考えているか(学欝希望)について，主総le1 

の調査を実擁した.質問項自の設定にあたっては， r教科学習の心理学jりの家離領域の繋問項目を審考にした.

Table 1. The Research Table on the Family 

()組番 氏名{

学習状 況 | 学習希望

よ
く
知
っ
て
い
る

考たえ もつ 知あまり 知ならノ

知ていつ 知なら なもこと 知たとり 知Mしたり たな〈り てもよ、
るし、 L、 L、い L、し、

じいえでー絡に
ょう

舎 あなたにとって家族とはどん主役
割を持っているのでしょう

φ あなたは家族のために荷ができる
のでしょう

さんやお母さんは家接のため
して下さるのでしょう

んやお母さんは
られるのでしょ

⑦ 家族みんながなかよく暮らすため
にはどんなことに無念つけたらよい
でしょう

家族のことについて，他に学習したし、ことがあれば響きなさい.
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中学校における「家族の生活と家族関係」の指導と生活態度並びに家族観の変容

Table 2. The Table of Self -Estimation on Family Life and Its Human Relationship 

調査年月日 平成年月日

組番 氏名

だ
あまL 、 L 、

③家族が協力しあって暮ぐコ た り
らすために努力しているも L 、 で で

で で き なき こと

るき るき な
L 、 し、

① 自分でできることは自 | 
|⑨家族が協力しあって暮分でする

らすために努力したいと

考えていること

② 家族にあいさつができる | 

③家族そろって朝食を食 | 
|⑬  あなたは自分の家族をベる

どのように考えているか

④ 家の手伝いをする

⑤家族そろって夕食を食
|⑪家族はあなたをどのよベる

うに考えていると思うか

⑤ 家族団らんの時間がある

⑦ 父や母と話をする

② 「家族の生活と家族関係」自己評価表

生徒が家庭のなかでどのような生活を送っているのかを知るために，家庭での生活態度(生活の自立，あいさ

つ，手伝い，団らん，会話等)，生徒の家族観，生徒が予想する家族の生徒観などについて， Table 2の調査を

した.質問項目の設定にあたっては，生徒にこうあってほしいと望む生活態度並びに家族の一員として家族に働

きかけ，家族とともに考えてほしい内容とした.

(2) 事後調査

事前調査で用いた「家族の生活と家族関係」自己評価表を用いて，生徒の生活態度並びに家族観がどのように変

容したかを調査した.

結果と考察

(1) r家族の生活と家族関係」に関する関心・意欲

「家族の生活と家族関係」に関する男女別の学習状況は Table3のとおりである.

Table 3. Learning Condition (degree of knowledge) 

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ 

男子 女子 男子 女子 男子 女子 男子 女子 男子 女子 男子 女子 男子 女子

よく知っている 3.1 14.8 25.0 22.2 6.3 11.1 43.8 25.9 59.4 51.9 21.9 29.6 6.3 25.9 

知っている 15.6 22.2 28.1 33.3 37.5 51.9 40.6 66.7 34.4 44.4 31.3 55.6 18.8 37.0 

知らない 21.9 18.5 28.1 25.9 31.3 25.9 9.4 3.7 6.3 3.7 25.0 11.1 25.0 18.5 

考えたこともない 59.4 44.4 18.8 18.5 25.0 11.1 6.3 3.7 0.0 0.0 21.9 3.7 50.0 18.5 
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(田中)

Table 4. Learning Condition (degree of will ) 

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ 

男子 女子 男子 女子 男子 女子 男子 女子 男子 女子 男子 女子 男子 女子

もっと知りたい 9.4 7.4 12.5 11.1 12.5 11.1 21.4 11.1 28.1 25.9 6.3 7.4 25.0 14.8 

少し知りたい 31.3 59.3 25.0 70.4 12.5 59.3 14.3 81.5 15.6 40.7 21.9 37.0 9.4 77.8 

あまり知りたくない 31.3 33.3 31.3 7.4 37.5 22.2 42.9 7.4 31.3 25.9 28.1 51.9 31.3 7.4 

知らなくてもよい 28.1 0.0 31.3 11.1 37.5 7.4 21.4 0.0 25.0 7.4 43.8 3.7 34.4 0.0 

χ2検定の結果，⑦にのみ男女間で有意差が認められた.学習状況において「考えたこともなしづと答えた生徒

は学習内容に「関心がなし、」と捉えた.

質問①に対して，男子 59.4070，女子44.4怖が「考えたこともなし、」と答えており，家庭生活の意義については，

男女ともに関心が低い.

また，質問⑦では， I考えたこともなし、」と答えた男子が 50.0070であるのに対し，女子は 18.5切である.家族

関係については，男子よりも女子の方が関心が高い.

学習状況調査と同じ内容で，学習希望について調査した結果がTable4である.

χ2検定の結果，すべての項目において，男女聞に有意差が認められた.学習希望について「もっと知りたし、」

と答えた生徒は学習意欲が高く， I知らなくてもよし、」と答えた生徒を学習意欲が低いと捉えた.

「家族の生活と家族関係」の学習内容については，男女聞の学習意欲の差が大きい.この領域については男女の

発達段階の差だけではなく，家族の家庭生活のあり方や家庭教育方針にも影響を受けていると考えられる.

(2) 指導計画の作成と授業の展開

「家庭生活」領域の指導は平成3年 10月から平成4年 3月まで，週あたり 2単位時間，計 35単位時間である.

そのなかで， I家族の生活と家族関係」に 6時間をあてることとした.さらに， I家庭の仕事JI家庭の経済JI家庭

生活と地域社会」など指導にあたっては，あらゆる場面で家族のことにふれ，家族関係の大切さについて考えさ

Table 5. Teaching Plan on Family Life2) 

目標
・まる子の家族と自分の家族を比較して，自分や家族の課題に気づかせる.
・自分が家族の一員として，かけがえのない存在であることに気づかせる. 1単位時間

学習内容 時間 学 習 活 動 指導上の留意点 教材・資料

本時の学習目 (分) -本時の学習目標を確認する. -家族の生活について学習することを
標の確認 5 確認させる ν 

家族の生活 15 .YTR視聴 .YTR視聴の視点を明確にする. YTRIちびま
る子ちゃん」

ーーーーーー ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー-.ーー-------再開明ー..・"ーーーーーーーーーーーー ーーーーーーーーー“ーーーーーーー---ー-ーー・田開ーーーーーーーーーーーーーー ーーーーーーーー.圃白白血ーーー
10 -まる子の家族の生活についてまとめる -まる子の家族と自分の家族を比較し ワークシート

① 家族構成 ながらまとめさせる
② 家族全体の雰囲気
③ まる子の長所，短所 -②~⑤については食事の情景，あい
④ 家族はまる子をどのようにみているか さつなどの日常生活のマナー，家族
⑤ まる子は家族をどのようにみているか の会話などから考えさせる.

ーーーーーー ーーー..柏戸圃_..四桐_.ー暗闇喧圃同白骨開ー"ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー ーーーーー・幽ーー・・----ー再-----ーーーー『ーーーーーーーーーーーーーーーー ーーーーーー・幽..悼，ー_..回

10 -各自が気づいたことをもとに，グループ討議 -机間巡視をし，討議の目的を達成さ
をし，まる子の家族について考える. せる.
-グループでまとめたことを発表する. -自分の家族のことについては発表を

強要しない.

まとめと次時 10 -家族の生活について学習したことをまとめる. -テレビのチャンネル権争いの場面を
の予告 -次の時間・学習することを聞き，課題を確認す 想定してロールプレイングをするこ

る. とを予告し，演じるクーループを選出
させる.
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中学校における「家族の生活と家族関係」の指導と生活態度並びに家族観の変容

Table 6. Teaching Plan (family relationship)3) 

目標
・健全な家族関係のためには，円満な家族関係が大切であることに気づかせる.
・円満な家族関係のためには，家族がそれぞれの欲求を調整すること，団らんの時聞を大切にすることの重要性に気づかせる

学習内容 |時間 学習活動

本時の学習目 I(分)I・本時の学習目標を確認する
標の確認 1 5 

指導上の留意点

.VTRでみたテレビのチャンネル権争
いの場面を思い出させる.
・ロールプレイングにより家族関係に
ついて学習することを確認させる

家族関係 I 10 I・ロールプレイングーテレビのチャンネル権争|・ロールプレイングを演ずる者，みる
L 、ーをみる者の心構えを注意する

1単位時間

教材・資料

5 1・ロールプレイングをみて(演じて)感じたこ|・自分の家庭と比較しながら考えさせる|ワークシート
とをまとめる.

①感想
②チャンネル権争いの原因
③解決法

101・各自がまとめたことをもとに，グループ討議|・机間巡視をし，討議の目的を達成さ
をし，チャンネル権争いの解決法を考える. Iせる.
・グループでまとめたことを発表する.

7 I・団らんの大切さについて考える. -家族が一つの部屋に集合すること，
共通の話題をもつことなどの大切さ
に気づかせる.

8 1・団らんのためには，各自が自分の欲求を調整|・家族がそれぞれの欲求を調整すると
することの必要性について考える ともに，互いに尊重し合い，支え合

いながら生活することの大切さに気
づかせる.

まとめと次時 I5 I・家族関係について学習したことをまとめる. I・家族の一員としての自分の役割につ
の予告 ・次の時間学習することを聞き，課題を確認す| いて学習することを予告する

る.

せるよう心がけた.

家族は社会生活を営むうえで，最も基本的な集団であり，生徒にとって最も身近な社会である.その家族がま

とまりのある家族集団として存在するためには次のような条件が満たされることが望まれる.

① 家族が共通の目標をもち，一人一人がその目標を理解し，目標達成に向けて努力している.

② 家族が互いに心理的につながっていて，家族集団への帰属意識がある.

③ 家族員一人一人が，役割を分担している.

④ 家族員一人一人の欲求が満たされている.

しかし，家庭生活の実態は各家庭さまざまであり，望ましい家族かどうかの判断は家族それぞれの感じ方によ

るものであり，他人に判断できるものではない.そこに「家族の生活と家族関係」を指導する難しさがある.

また，中学時代は家族の生活に反発しながらも，家族からはなれて生きてゆけない現実の自分を目の前にし

て，自立と依存に悩む時期である.このような時期だからこそ，男子生徒の関心・意欲が低いとしても「家族の生

活と家族関係」について指導するのに適しているとも考えられる.ただ，中学生とし、う発達段階から考えると，

自分の家庭生活を赤裸々にしたくないという自尊心も働く，そこで，次のような題材選定の視点から，当時生徒

たちの間で、人気の高かった「ちび、まる子ちゃんJの家族を共通の題材として取り上げた.

① 生徒が興味・関心をもち，意欲的に学習できる.

② 家庭生活の特徴や課題に気づくことができる.

③ 主人公の家族と自分の家族を比較することにより，家族の課題に気づくことができる.

④ ロールプレイングをさせることにより，生徒の主体的な活動場面を多くすることができる.

⑤ ワーグシートの活用により，生徒の実践活動を促すことができる.
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Table 7. Standard Deviation of Lifestyle 

男 子 女

7 月 3 月 7 月

平均 SD 平均 SD 平均 SD 

①自分のことは自分
1.71 0.48 1.卯 0.64 1.71 0.48 

でする

②家族にあいさつが
2.19 0.87 2.26 0.78 2.19 0.87 

できる

③家族そろって朝食
1.45 1.22 1.61 0.74 1.45 1.22 

を食べる

④家の手伝いをする 1.23 0.69 1.39 0.67 1.23 0.69 

⑤家族そろって夕食
1.44 1.12 1.77 0.71 1.44 1.12 

を食べる

@家族団らんの時間
1.07 0.53 1.35 0.61 1.07 0.53 

がある

⑦父や母と話をする 2.32 0.67 2.23 0.75 2.32 0.67 

(田中)

子

3 月

平均 SD 

2.12 0.42 

2.65 0.55 

0.85 0.68 

1.62 0.59 

1.73 0.78 

1.65 0.69 

2.倒 0.70 

Table 8. Efforts Made to Live in Cooperation 

with the Family 

項
男子 女子 計

目
7月 3月 7月 3月 7月 3月

家族
手伝いをする 8 9 2 7 10 16 

自分でできることは
O 5 3 8 3 13 の 自分でする

員と 水の節約 O O 2 O 2 O 

し 電気の節約 O O O O 
て

皆が皆のことを考え

控割のを
て動く

O O 2 2 

家の人に言われたこ
O O 

』ま とをよく聞く

すた 勉強する O O 

家の仕事を分担する O O O O 

家族と話をする 3 2 3 4 6 6 

一緒に食事をする 3 2 4 3 

暖か 励まし合いながら暮 。O 3 3 
らす

きれいにする 。 O 2 o I 

花 を飾る 。O 2 2 

あいさつをする O 3 2 5 

けんかをしない O O 

皆の意見に合わせる O O O O 

そ
な L 、 6 5 3 9 6 

の わからない 3 2 3 O 6 2 I 
他

未 記 入 6 。3 1 9 

授業の展開例 (2時間分)は Table5・6のとおりである.指導にあたっては，生徒一人一人の生活環境や生活経

験を配慮し，プライベートな内容については，授業中の発表を強要せず，教師と生徒一対ーで指導するよう心が

けた.

(3) 生活態度の変容

授業前 (7月)と授業後 (3月)の生活態度を点数化して比較したものが Table7である.点数化にあたっ支は，

「し、つもできる」を 3点， 1だいたいできる」を 2点， 1あまりできなし、」を 1点， 1できなし、」を O点として平均点及

ひ、標準偏差を求めた.男子は， 1自分のことは自分でするJ(1. 71→1. 90) 1家族にあいさつができるJ(2.19→ 

2.26)1家族そろって朝食を食べるJ(1. 45→1.61)1家の手伝いをするJ(1. 23→1. 39) 1家族そろって夕食を食べる」

(1. 44→1. 77) 1家族団らんの時間があるJ(1. 07→1. 35) 1父や母と話をするJ(2.32→2.23)と， 1父や母と話をす

る」以外の 6項目で7月よりも 3月の方が平均点が高くなった.しかし検定により有意差を検定した結果，

7項目すべてにおいて有意差は認められなかった.女子は， 1自分のことは自分でするJ(1. 71→2.12)1家族にあ

いさつができるJ(2.19→2.65)1家族そろって朝食を食べるJ(1. 45→0.85)1家の手伝いをするJ(1. 23→1.62) 

「家族そろって夕食を食べるJ(1. 44→1. 73) 1家族団らんの時間があるJ(1. 07→1. 65) 1父や母と話をする」

(2.32→2.04)と， 1家族そろって朝食を食べるJI父や母と話をする」という 2項目で平均点が低下していた. 1父

や母と話をする」という項目以外の 6項目で有意差が認められた.女子には，自分一人で実行可能な場面では，

ある程度の生活態度の変容が認められる.この男女差については，今後一層，題材の選定，指導内容，指導方法

等の改善を図ると同時に，家庭科通信，学級・学年通信などを利用して保護者の理解を求めることも必要である.

「家族が協力しあって暮らすために努力していること」について自由記述させた結果を分析したものが Table8 

である. 1手伝いをするJ(10名→ 16名)1自分でできることは自分でするJ(3名→ 13名)1皆が皆のことを考えて

動く J(1名→2名)1家の仕事を分担するJ(0名→ 1名)の人数が増加し，家族の一員としての役割を果たそうと
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Table 9. What Do you Think of Your Family? Table 10. What Do You Think of Your Family? 

(positive image) (negative image， etc.) 

項 目
男子 女子 計

7月 3月 7月 3月 7月 3月
男 子 女 子 計

項 目

よ L 、 家 庭 11 7 4 3 15 10 7月 3月 7月 3月 7月 3月

明るい家庭 3 7 2 10 3 う る さ し、 3 5 3 2 6 7 

楽しい家庭 2 5 4 7 5 

フ 暖かい家庭 。 3 3 3 4 

て才

家族そろって食事を
イ したい

O O 

頼りがいがあ る 2 O 3 2 4 

フ
や さ し し、 2 O 2 2 3 

ナ
仲良くしたい O O O O 

ス

相談にのってくれる O 2 O 2 イ 、加ー わ L 、 O O O O 

話 せ る O O 1 3 3 
メ

き ら L 、 。O O O 
ス

健康的な家族 O O O O 

平和な家族 。O O O 
ジ ら L 、 O O O O 

イ 家族がし、てよかった O O 計 5 6 5 3 10 9 

個性的な家族 O O 。 O 普 通 2 2 

メ
見守ってくれ る O 。
ないとこまる O O 2 2 

そ

一緒に暮らしている
O 3 O 3 

の
メ ン ハ ー

天 才 O O 。 O 

!大切な家族 o 2 O 5 O 7 
わからない 3 2 2 4 4 

他

くつろぐところ O O 2 O 3 未 記 入 5 O O 2 5 2 

ジ 協力している O 2 O O 3 

身 近 な 人 。 O O O 

すばらしい親 。 O O O 

ありがたい O O O O 

計 22 23 26 31 48 

する姿勢が伺える.特に「自分でできることは自分でする」は男女ともに 5名ずつ増加し，自立しようとしている

様子が伺える.r手伝いをする」については，男子が 1名の増加に対し，女子は 5名増加している.男子よりも女

子の方が家族の一員としての役割を果たそうとしていることが伺える.

家庭内で温かし、雰囲気づくりをしようとする内容に関しては， rあいさつをするJ(1名→ 5名)r皆の意見に合

わせるJ(0名→ 1名)の人数が増加している.rあいさつをする」というような自分一人でできることは増加して

いるが， r家族と話をするJ(6名→ 6名)r一緒に食事をするr(4名→ 3名)r励まし合いながら暮らすJ(3名→ 1

名)というように，自分一人ではどうしようもない内容については増加していない.

また「ないJrわからなし、Jあるいは未記入が 24名から 9名に減少している.

以上のことから，家族の一員としての役割を果たそうとする生活態度はある程度身についているといえるが，

「家族そろって食事をする」というように，家族に働きかけて生活の改善を図るところまでは成長していない.

(4) 家族観の変容

「自分の家族をどのように考えているか」という自由記述の内容を分析すると， Table 9・10のようである.

プラスイメージの記述数は 48個から 54個に増加している.プラス方向でイメージが膨らんでいるといえる.

「よい家庭J(15名→ 10名)r明るい家庭J(10名→3名)r楽しい家庭J(7名→ 5名)というイメージから「大切な家

族J(0名→ 7名)rくつろぐところJ(0名→ 3名)r協力しているJ(0名→3名)rたよりがし、があるJ(2名→4名)

など，家族の役割を認識したイメージへの変化が伺える，マイナスイメージでは， r仲良くしたし、J(1名→O名)

「こわし、J(1名→O名)rきらし、J(1名→O名)とL、う記述がなくなったが， rうるさいJ(男子 3名→5名，女子 3

名→2名，計 6名→7名)とし、う記述が男子で増加している.以上のことから，家族の役割について学習した結

果，好ましい方向へ家族観が変容したと判断できる.

今回はデータとしては取り上げていないが， r家族はあなたのことをどう考えていると思うか」とし、う質問に対
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する自由記述をまとめると，プラスイメージの記述数は 8個から 11個に増加している.マイナスイメージは記

述項目数が 12項目から 6項目へ半減し，記述数も 18個から 15個に減少している.プラスイメージのなかで，

「大切」と L、ぅ記述が 1名から 3名に増加し，マイナスイメージのなかで， Iうっとうしし、JIじゃま者JI迷惑をか

ける子」などの記述が消えたことから，自分が家族のなかでかけがえのない一員であることが少しわかり始めた

といえることは，学習効果のあらわれと判断できる.

ま とめ

中学校技術・家庭科に「家庭生活」領域が新設された.そこで， I家庭生活」領域の「家族の生活と家族関係」の指

導を通して，生徒の家庭における生活態度や家族観がどのように変容したかを，自己評価により分析することを

試みた.指導前の「家族の生活と家族関係」に関する生徒の関心・意欲は低く，生活態度も自立しているとはし、い

がたい現状であった.特に，男子にはその傾向が強い.そのため，生徒が興味・関心をもって学習できそうな題

材を選定するとともに， I家庭生活」領域の指導にあたっては，あらゆる機会を通じて家族の大切さについて考え

させるようにした.その結果，生活態度は男女とも自立の傾向にあり，女子では，家族の一員としての役割を果

たそうとしていることが伺える.また，家族観もよい方向に変容している.

今後の課題として，これらの変容に授業以外の要素がどのように関係しているのかを検討すること，今回は，

小規模校で事例数が少なかったため，さらに実践を重ね，検証することが必要である.
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